７．ＳＡＧＥ－Ｄ：死因別地域特性
７－１．死因別地域特性の表示
（１）初期画面
　　　ＳＡＧＥ－Ｄ システムを起動すると最初に表示されます。
　　　ここで、「ＳＡＧＥ－Ｄ」のオプションボタンを選択し、実行ボタンをクリックします。
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（２）ＳＡＧＥ－Ｄ メニュー画面
　　　ＳＡＧＥ－Ｄ のメニュー画面が表示されます。
　　　実行したい処理のオプションボタンを選択し、実行ボタンをクリックします。
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      この例では、「死因別地域特性：世界、日本、東京都」のオプションボタンを選択し、実行ボタンをクリックします。
（３）地域選択画面
　　　処理したい地域のオプションボタンを選択し、実行ボタンをクリックします。
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　　　この例では、「世界各国」のオプションボタンを選択し、実行ボタンをクリックします。
（４）疾病選択
　　　処理する疾病名（死因名）を選択します。
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　　　この例では、「総死亡」をクリックします。
（５）処理選択
　　　どのような処理を行うかを選択します。
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　　　この例では、「死亡率比・生存割合比」をクリックします。
（６）性別選択
　　　処理する性別を選択します。
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　　　この例では「男子」をクリックします。
（７）処理の確認
　　　処理を実行する場合は実行ボタンをクリックします。
　　　注）全ての条件が選択された時点で、実行ボタンがクリックできるようになります。
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　　　　　条件が全て選択されていない場合は、実行ボタンは無効となります。
（８）処理年次入力画面

　　　観測する年次を入力します。

　　　1950年以降の数値を入力します。この例では、1994を入力しました。
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（９）分母（基準）となる地域の選択

　　　原則として、「５か国」を選択し、「実行」をクリックします。
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（10）階級入力画面
　　　年齢階級（年齢幅）を設定します。
　　　３、６、15のいずれかの数値を入力してください。
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　　　初期値として６が入力されています（標準は６歳階級です）。
　　　この例では６歳階級とするために、そのまま実行します。
（11）描画条件入力画面
　　　死亡率比描画の下限値と間隔を入力し、実行ボタンをクリックします。
　　　初期値として下限値には 0.30 、間隔には 0.10 が入力されています。
　　　下限値の入力：現在入力されている値を削除し、数値キーで下限値を入力してください。
　　　間隔の入力　：“自動設定”ボタンを選択すると、下限値の値が設定されます。
　　　　　　　　　　“手入力”ボタンを選択すると、現在入力されている間隔の値が削除され、
　　　　　　　　　　　入力待ち状態になります。
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　　　この例では、すべて既定値で描くので、そのまま実行します。
（12）完成したグラフ
　　　凡例をみると、色分けの下限値が0.3、間隔が0.1になっていることが確認できます。
　　　（10）で年齢階級を変更することにより、違った年齢階級で情報を観測することができます。

　　　（11）で下限値や間隔を適切に変更することにより、自在に色分けができます。
　　　印刷　：グラフを印刷します。
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　　　閉じる：グラフを閉じます。

（注）（３）地域選択画面で、「日本　都道府県」を選んだ場合は図１が、「東京都　２次医療圏」を選んだ場合は図２が表示される。


「年次推移」、「世代マップ」、「死亡率」、「死亡率比」については、

「４．ＳＡＤＥ－Ｄ：構造分析」と同様なので、説明を省略する。
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図１　「日本　都道府県」を選んだ場合


図２　「東京都　２次医療圏」を選んだ場合
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